
別府の町は古くから観光地として栄え、温泉
は訪れる人達の心を癒してくれました。
とても美しい自然と温かい心を持った人々
の住む町別府。
大好きな別府の輝かしい歴史や文化を、懐か
しい写真と共にお楽しみください。

パーラーベイズ

岡本太郎の芸術が別府の街で大爆発！
前回でご紹介した岡本太郎さんの「緑の太陽」はタイルをモ

ザイクとして張り合わせるという大変な作品で、下絵の段階は
もちろん、タイル作りからタイル貼りまで、岡本太郎さんが全
て指揮をとって行われました。
素材となったタイルは本人お気に入りの窯元、滋賀県の信楽

しが ら き

焼
きで焼き上げました。太郎さんは信楽まで何度も足を運んで、
一枚一枚のタイルを調べながら丁寧に点検と確認を繰り返して
いたそうです。モザイク状のタイルを寸分の狂いもなく組み合
わせなければならないため、壁面へ貼り付ける時も、別府まで
足を運び、ヘルメットを被って総指揮にあたったそうです。
テレビではあのお母さん譲りの大きな目を見開いて「爆発だ！」
と叫ぶ太郎さんですが、大変真面目な性格で、一つ一つ丁寧に
作業を進めていく様子は、ビルの工事に当たった「多田工務店」
の副社長もビックリ。ヘルメット姿で、作業する太郎さんは、
どんな小さなミスも見逃さないという緻密な神経の持ち主だっ
たそうです。
太陽の塔を思わせるモチーフ、大胆な色使い、まさに岡本太

郎の芸術が、別府の町で大爆発をしたのです。ビルの落成式に
あわせて大分合同新聞社によって企画された「岡本太郎と緑の
太陽展」と銘打たれた講演会では、「今は、こちらが（ビルのあ
るほう）裏駅だけれど、僕の作品ができたことで、こちらが表
駅になるでしょう」と挨拶してくれたそうです。
作品は、現在までに二度手入れされ、大切にされています。

太郎さんがビルの壁面に描いた作品としては、現在別府にしか
残っていないようです。美術的価値はもちろん、歴史的価値も
計り知れないものがあります。
駅のプラットホームから見るとその全体像がはっきり見える

と、大喜びしていた太郎さんですが、現在では手前にビルが建
ち、ちょっと見難

み に く

くなってしまいました。でも、岡本太郎さん
の残したエネルギーは、しっかりと青山通りに残っています。
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※御意見・情報・御希望等E - m a i lで受付しています。
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●新世紀になうこの子にチャイルドシート●

新 時 代 型 情 報 サ ー ビ ス

★B A Zより新台入替・各種おもしろイベントの情報配信！
★過去3 日間及び当日アクセスした瞬間までの全機種・全台
の大当り回数・確率データを見れるので、来店前に的を絞
って勝負可能！

★パチンコ・パチスロの仕組みやなるほどおもしろ情報も
ゲット！

★i - m o d e・E Z w e b・J - s k y、どんな携帯にも対応！
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ぜひあなたもp - m o d e会員に！

ベイズ

次回は「山の手物語」をご紹介する予定です。

キリトリ線 キリトリ線

素材となるタイルの出来上がりを確かめる
岡本太郎さん

除幕式でテープカットをする岡本太郎さん

これが別府の街に！
「岡本太郎作品」が姿を現した
歴史的瞬間

工事中の「サンドラックビル」道路脇に止め
られた車が時代を感じさせます。現在は佐藤
定人さんの息子さんが「佐藤皮膚科」を開業。

C Rモンスターマンション2

別府に何度も足を運んで作品を作り上げた岡本太郎さんですが、オーナーの佐藤
さんとの出会いは、当時佐藤さんが広告を出していた「主婦と生活」の編集者に紹
介してもらって実現しました。佐藤さんが自分のビルの壁面に作品を作って欲しい
のだがと恐る恐る岡本さんに申し出ると2 0分ほど黙って考えていた岡本さんが「現
地に行こう」と一言。その一言が岡本さんの「O K」の返事だったのだそうです。大
芸術家岡本太郎さんの作品が本当に別府に誕生するのかどうか、完成するまで佐藤
さんは毎晩ドキドキしながら眠れぬ夜を過ごしたそうです。
工事が無事に終わり、太郎さんの作品が佐藤さんの

ビルの壁面を飾ることができた除幕式の日、佐藤さん
は岡本太郎さんの「私の現代美術」という本を引き出
物として除幕式に出席してくれた人に贈りました。
工事に携わった多田工務店の副社長は、岡本太郎さ

んが最後にポツンと呟いた「父と母、二人が縁のあった
別府に作品を残すことができて良かった」という一言を
聞いて感激したそうです。

引き出物として贈られた
岡本太郎著「私の現代美術」

別府駅のホームから自分の作品の出来映えを
確かめる岡本太郎さん

昭和6 2年、城下カレイ料理で有名な日出町
「的山荘」の池で。この石の橋がお気に入り
だった。

お詫び 前回2 0号で紹介した別府駅西口の「旧新日鉄・田乃湯寮（田の湯町1 0組）」は、ある銀行頭取が別荘として建てた建物で、現在は取り壊され駐車場となっています。

ご連絡 岡本太郎さんの父 一平さんと 母 かの子さんの大変貴重な情報が入り、連日作業を進めています。時をあらためまして、特集号にて皆様にご紹介したいと思います。

●岡本太郎氏の壁画「緑の太陽」についてご協力をいただいた方々に感謝し、お礼を申し上げます。
今までと違った角度から別府をご紹介できたと思っています。ありがとうございました。〈スタッフ一同〉


